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住友大阪セメント株式会社 



　　　　長崎県・鹿児島県内5海域におけるROV視認効果調査による集魚データ

　　　　　　　　　　調査機関：（社）水産土木建設技術センター長崎支所、（株）マリンエンジニアリングサービス（種子島調査）

ROV調査 調査地区 野母崎 勝本北西 峰東 厳原東 種子島 魚種別合計

基数（1382空㎥） 1 2 2 2 1 8 11,056 総空㎥

調査時期 Ｈ13.10.21 Ｈ16.10.8 Ｈ18.10.13 Ｈ19.10.18 Ｈ20.09.05

マハタ 16.7 73.2 89.90 93%

ハタ類 1.5 5.6 7.10 7%

Ⅰ型合計 0.00 16.70 1.50 78.80 0.00 97.00 0.008774 （ｋｇ/空㎥）

ウマヅラハギ 0.45 4,650.0 18.6 93.0 4,762.05 71%

マダイ 232.0 85.1 1,393.0 1,710.10 25%

イシダイ 23.7 11.4 36.4 71.50 1%

イシガキダイ 8.0 8.00

ネンブツダイ 50.0 0.5 0.1 50.60

イサキ 46.0 46.00

ハナダイ類 0.3 9.8 10.10

アカイサキ 12.0 12.00

ヨコスジフエダイ 6.0 6.00

カワハギ 2.25 2.25

カゴカキダイ 0.0575 5.2 0.4 4.0 9.66

クエ 11.1 11.10

イラ 0.90 0.6 0.3 1.80

テングダイ 2.0 1.1 3.10

ササノハベラ 0.06 0.06

キダイ 0.5 0.50

キタマクラ 0.1 0.10

ハタタテダイ 0.115 0.12

コロダイ 2.0 2.00

タカノハダイ 0.3 0.30

Ⅱ型合計 69.0 4,970.6 121.1 1,534.5 12.1 6,707.33 0.606669 （ｋｇ／空㎥）

ヒラマサ 203.0 6,199.4 114.5 6,516.90 48%

アジ類 4,050.0 4.0 94.0 90.0 713.0 4,951.00 36%

カンパチ 130.0 1,375.0 1,505.00 11%

メダイ 699.0 20.8 719.80 5%

ブリ 7.6 7.60

マトウダイ 0.4 0.40

Ⅲ型合計 4,180.0 207.0 6,992.4 233.3 2,088.0 13,700.70 1.239209 （ｋｇ／空㎥）

トラギス類 0.1 1.6 1.70 81%

タカサゴヒメジ 0.4 0.40 19%

Ⅳ型合計 0.0 0.0 0.5 1.6 0.0 2.10 0.00019 （ｋｇ／空㎥）

Ⅰ～Ⅳ型 合計（ｋｇ） 4,249.03 5,194.30 7,115.50 1,848.20 2,100.10 20,507.13 1.9 （ｋｇ／空㎥）

積算根拠：「調査機関：（社）水産土木建設技術センター長崎支所作成データより引用」
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種子島大久保沖（Ｈ18 薩南地区）  

ハイブリッド魚礁「スーパーＳＫ１３００Ｓ型」調査 
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１ ， 調 査 概 要  

 

１ -１ ．調 査目 的  

本 調 査 は 、平 成 １ ８ 年 度 の 薩 南 地 区 漁 場 機 能 高 度 化 事 業 と し て 、種 子 島 の

大 久 保 地 先 沖 に 沈 設 さ れ た ハ イ ブ リ ッ ド 魚 礁 「 ス ー パ ー Ｓ Ｋ １ ３ ０ ０ Ｓ 型 」

の 沈 設 状 況 や 魚 類 の 蝟 集 状 況 な ど を 確 認 す る た め に 実 施 し た 。  

 

１ -２ ．調 査日  

平成  ２ ０ 年  ９月  ５日  

 

１ -３ ．調 査場 所  

鹿児 島県 西之 表市  大久 保地 先  沖    水深  約 １ ００ ｍ  （図 －１） 

 

１ -４ ．調 査対 象  

ス ー パ ー Ｓ Ｋ １ ３ ０ ０ Ｓ 型  ハ イ ブ リ ッ ド 魚礁  （図 －２） 

魚礁 配置 図  （図 －３） 

 

１ -５ ．調 査協 力  

種子 島漁 業協 同組 合  浦 田小 組合  

 

１ -７ ．調 査実 施  

住友 大阪 セメ ント  株式 会社  建材 事業 部  海洋 製品 チー ム  

株式 会社  マリ ンエ ンジ ニア サ －ビ ス  
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２，調査実施内容  

２-１．調査工程 

月／日 時 間 内  容 備 考 

06:20 ～ 06:30 

06:30 ～ 07:00 

07:05 ～ 07:50 

08:55 ～ 

 

～ 14:30 

14:50 ～ 15:45 

16:10 ～ 17:30 

集合・小打合せ（調査機材は前日夜積み） 

出港 ～ 調査海域 着 

魚礁設置位置確認のち目印ブイ仮設 

ＲＯＶ調査開始 

ハ イ ブ リ ッ ド 魚 礁 他  点 検 

調査終了 

魚礁設置位置の再点検 

帰港のち片づけ 

９／５ 

  

浦田漁港 

第八漁福丸 

 

 

スーパーＳＫ１３００Ｓ型  

 

 

浦田漁港 

 

 

 

２-２．調査方法 

 

１） 魚礁の探索 

調査場所は、既存資料を基に調査船のＧＰＳで割り出し、調査対象魚礁の沈設位置を

魚探で確かめたのち、調査用の目印ブイを仮設した。 

 

２） ＲＯＶ調査 

ＲＯＶ調査は、調査時の潮流や風向などを読み取りながら調査船を目印ブイの近接域

に係留し、目印ブイを目標に水中ＴＶロボ（ＲＯＶ）を潜降させ、魚探で確認した魚礁

の探索を行った。 

魚礁発見後は、魚礁の沈設状況や魚類の蝟集状況などをビデオモニターで観察すると

ともに、それらの状況をビデオテープに録画した。 

 

３） 水温・塩分測定 

調査場所の水深別水温と塩分の状況を小型メモリー計測器で測定した。 
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２-３．調査機材 

品 名 内 容 ・ 型 式 重 量 数 量 

ＲＯＶ ＴＶロボ オープンフレーム･３ＣＣＤＴＶカメラ搭載 約 ８０㎏ １ 台 

ＲＯＶ ケーブル アルミ芯複合ケーブル･350m（収納ケース含む） 約 ８０㎏ １ 式 

コ ン ト ロ ー ル 装 置 システム及びカメラ操作装置 他 約 ２０㎏ １ 式 

電 源 装 置 システム及びカメラ駆動トランス 約 ３０㎏ １ 台 

ビデオ モニタ ー ９インチ ＰＶＭ－９０４５Ｑ 約 １４㎏ １ 台 

Ｖ Ｔ Ｒ デジタル ＮＶ－ＤＭ１ 約 １０㎏ １ 台 

発 電 機 エンジン式 １００Ｖ ４.５ＫＷ 約 ８０㎏ １ 台 

備 品 他 ＲOＶの備品及び工具類 他 約 ６０㎏ １ 式 

資 材 他 目印ブイ・ブイロープ・オモリなど 約１５０㎏ １ 式 

水 温 ・ 塩 分 計 小型メモリー計測装置一式 約 １５㎏ １ 式 

 

        調査船  積込機材等の総重量       約 ５４０㎏ 

 

調 査 船  種 子 島 漁 協 ″ 浦 田 小 組 合  〟 所 属   第 八 漁 福 丸 １ 隻
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図－１．調 査 場 所 

鹿児島県 

宮崎県 

種子島 

屋久島 

屋 久 島 

太 平 洋 

西之表市 

種 子 島 

中種子町 

南種子町 

浦田 

馬毛島 

調  査  場  所 

（浦田漁港より方位 275°距離約７㎞） 
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図－２．魚礁の構造概要図  

空 容 積 １３８２空㎥  

鋼 材 ３０．８８２ｔ  

内部コンクリート  ２５．３６０ｔ  

重鎮コンクリート  ３９．１２５ｔ  

鉄 筋 ０．４４６ｔ  

重 量 

合 計 ９５．８１３ｔ  
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図－３．魚礁配置図 

 

200m 

200m 

100m 

200m 

200m 

№２礁 

№１礁 

№３礁 

№４礁 

№５礁 

№６礁 

Ｎ 

100m 

100m 

ハイブリッド魚礁「スーパーＳＫ１３００Ｓ型」 

その他 鋼製魚礁 
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３，調査結果  

 

３-１．調査経過 

調査場所は、浦田漁港から西方向の沖合に７㎞程離れた水深約１００ｍの海域で

あった（図－１）。 

調査した人工礁漁場造成区は、１辺２００ｍ程の角形に枠取られた範囲に大きさ

や形状の異なる３種類の鋼製魚礁が図－３に示したように配置されていた。 

調査は、造成区の東端部に配置されていたハイブリッド魚礁を主体にＲＯＶ調査

を行った。 

調査日は晴れ間の多い天気であったが、調査海域は強風が吹き続け、うねりを伴

う大きな波が打ち寄せる時化模様に近い海況であった。しかし、時間経過とともに、

吹く風が弱まり海上は穏やかになってきた。 

調査場所の海中は、流速と流向の異なる多層潮の流域であったが、海底部におけ

る水中視程は１０～１５ｍ程もあり、魚礁の角から角まで見通せる良好な視界であ

った。 

 

 

 

３-２．調査船の係留場所 

魚礁調査時の調査船係留位置を下記に示した。 

Ｎ． ３０°４９．６６７′ 

Ｅ．１３０°５８．８１１′ 

 

 

 

調査船のＧＰＳ値（日本測地） 



   

- 8 - 

 

３-３．魚礁の沈設状況 

 

・沈 設 日 平成１９年８月２１日   （経過日数：約１年） 

 

・水 深 魚礁沈設場所における調査時の実測水深は 101.4ｍであった。 

 

・海 底 魚礁周囲の海底は、水深勾配が殆どなく、大きな起伏もない

平坦な地形であった。海底は砂地の優占する底質であったが、

長径１０～１５㎝程の小礫が点在していた。それら小礫の表

面にトゲトサカ類を始めにウミヒドラ類やヤギ類などの付

着動物が着生生育していた。また、潮流の影響と思われる不

定形砂紋も認められた。それらのことから、当該魚礁設置域

は水の澄んだ潮通し良好な海底であることがうかがえる。 

 

・埋没・洗掘 魚礁着底部に装着されているスパイク鋼材（長さ３０㎝）の

殆どが海底に刺し埋まっているだけで、魚礁の埋没や洗掘は

認められなかった。 

 

・礁 の 状 態 魚礁の塔部上段から魚礁下段までの各所を点検した結果、ロ

ープ類の絡まりや魚網などの網掛かりは見られず、魚礁フレ

ーム鋼材の屈曲破損や接合部の脱落破損などの異常は一切

認められなかった。また、魚礁の滑動形跡や傾きなども認め

られず、魚礁は直立状態を保って沈設されていた（写真資料

１）。 

 

・付 着 生 物 ハイブリッド魚礁は沈設されてから１年程経過していたが、

魚礁全体の付着生物は少なかった。 

魚礁の付着生物は、鋼材部及びコンクリート部ともに出現種

や付着状況は同じであった。優占的に見られたのはフジツボ

類で、他にウズマキゴカイやカンザシゴカイなどの管棲多毛

類・ウミヒドラやヒドロ虫類・コケムシ類などの付着動物で

あった。それらの付着動物は、鋼材部及びコンクリート部と

も１０～１５％程の被度割合で付着していたが、魚礁の上段

域に着生密度が大きく、下段に向かうほど着生密度は低くな

る傾向にあった。 
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写 真 資 料 ． １ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイブリッド魚礁 

スーパーＳＫ１３００Ｓ型 

 

内部コンクリート 

ハイブリッド魚礁 

スーパーＳＫ１３００Ｓ型 

 

内部コンクリート  

ハイブリッド魚礁 

スーパーＳＫ１３００Ｓ型 

 

着底状況 
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３-４．魚類の蝟集状況 

魚礁の内部や魚礁の周辺で認められた魚類を表－１にまとめ、録画映像より転

写した蝟集魚の観察状況を図－４と写真資料２に示した。 

観察した魚類は５種類で、その殆どは水産上有用な魚種であった。魚礁への蝟

集状況をみると、大群をなしたカンパチの群は魚礁頂部から魚礁下段域の周辺を

回遊しつづけ、マアジやネンブツダイなどの小型魚は魚礁の上段から中段域を滞

留的に移動し、イシガキダイは魚礁内を回泳していた。 

表－１．魚類の観察結果 

魚 種 名 大きさ（㎝） 数量（尾） 視 認 場 所 

カ ン パ チ ５０～６０ ５ ５ ０ 程 の 群 （ ※ ） 礁上～下段・周辺  

イ シ ガ キ ダ イ ４０～５０ ４ 礁 下 段 

マ ア ジ １５～２５ １００００程の群（※）  礁上～下段  

ネ ン ブ ツ ダ イ  ８～１０ １０ 礁 下 段 

カ ゴ カ キ ダ イ １５～２０ ５ 礁 下 段 

 

※ 魚群量の算出について 

魚類観察結果の表－１に示したカンパチとマアジの出現個体数は下記の方

法で算出した推定個体数である。 

算出に当たり、魚礁容積（1,382 空㎥）を魚礁を構成するブロック（１辺  

2.15ｍ）枠に置き換えると１３９ブロックになる。次に、蝟集魚群は魚礁部

位によって魚群密度にばらつきが見られるため、１立方メートル当たりの魚

種別有効数とした。 

 

 

●カンパチの魚群密度を１㎥当たり２尾とした場合、魚礁１ブロック容積の魚数は 

 19.8 尾と換算され、魚群の大きさを魚礁容積の１／５程度に見立てると。 

 

カンパチの推定個体数：139 ブロック×1/5×19.8 尾＝ 約５５０尾 

 

●マアジの魚群密度を１㎥当たり６０尾とした場合、魚礁１ブロック容積の魚数は 

 594 尾と換算され、魚群の大きさを魚礁容積の１／８程度に見立てると。 

 

マアジの推定個体数：139 ブロック×1/8×594 尾＝ 約１０３２０尾 
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図－４．蝟集魚の観察状況 

カンパチの群 カンパチの群 

カンパチの群 カンパチの群 

カンパチの群 マアジの群 

イシガキダイ 

ネンブツダイ 

カゴカキダイ 
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写 真 資 料 ． ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ハイブリッド魚礁 

スーパーＳＫ１３００Ｓ型 

 

カンパチ 

ハイブリッド魚礁 

スーパーＳＫ１３００Ｓ型 

 

カンパチ 

ハイブリッド魚礁 

スーパーＳＫ１３００Ｓ型 

 

カンパチ 
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３-５．水温・塩分  

 

調査時の水温は 21.13～28.02℃、塩分は 33.89～34.90‰の範囲であった。測定データ

から調査場所の表層、中層、底層に分けた水温・塩分の平均値を下記に示し、水深と水

温ならびに水深と塩分の関係を下図に示した。  

 

水深（ｍ）  水温（℃）  塩分（‰）  

表層  0 ～  33 27.24 34.06 

中層  34 ～  67 23.59 34.59 

底層  68 ～  101.45 21.38 34.86 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水深と水温の関係

20.0

21.0

22.0

23.0

24.0

25.0

26.0

27.0

28.0

29.0

1 11 21 31 41 51 61 71 81 91 101

水温

０  　 10     20     30     40     50     60     70     80     90    100

水深(m)

水温(℃)
平成 20 年 9 月 5 日( 09:10～09:19) 

21.13℃  
28.02℃  

水深と塩分の関係

33.8

34.0

34.2

34.4

34.6

34.8

35.0

1 11 21 31 41 51 61 71 81 91 101

塩分

０  　 10     20     30     40     50     60     70     80     90    100

水深(m)

塩分(‰)
平成 20 年 9 月 5 日( 09:10～09:19) 

34.90‰  

33.89‰  
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３-６．調査日の気象と海象 

 ９月 ５日のこよみ 旧暦 ８月 ６日 月齢 ５．３ （ 中潮 ） 

  日出 ０５:５４  （西之表） 

  日入 １８:３４ 

  満潮 １０:０４ ２１:３６ （西之表） 

  干潮 ０３:５１ １５:４５ 

  

 

平成２０年 ９月 ５日 

 

９時 １２時 １５時 

天 候 くもり 晴 れ くもり 

気 温 ２８.２ ℃ ３１.１ ℃ ２８.９ ℃ 

風 向 北北東 北 東 東南東 

風 速 ３.２ ｍ／sec ３.３ ｍ／sec ２.７ ｍ／sec 

波・うねり ２.５～３.０ｍ 1.５～２.５ｍ １.０～１.５ｍ 

水 中 視 程 １０～１５ｍ １０～１５ｍ １０～１２ｍ 

流 向 北西～南東 北 ～ 南 南 ～ 北 

流 速 ０.５m／sec ０.３～０.５m／sec ０.３～０.５m／sec 

 

表中の水中視程・流向・流速は底層の数値で、天候・気温・風向・風速は種子島

特別地域気象観測所の観測数値を引用した。 

 

 



建材事業部  事業推進グループ  海洋製品チーム 
〒８１１-２２０２  福岡県粕屋郡志免町大字志免９０番地 
TEL.０９２-９３５-２７６４  FAX.０９２-９３５-４３７９ 

建材事業部　本社 
〒１０２-８４６５  東京都千代田区六番町６-２８ 
TEL.０３-５２１１-４７５０  FAX.０３-３２２１-５１９０ 

内部コンクリ－トブロック 
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スーパーSK1300S　鳥かん図 

■型　　式：ハイブリッド魚礁「スーパーSK1300S」 
■外形寸法：幅15.05m×奥行15.05m×高さ20.00m 
■空間容積：1,382空ｍ3

■材　　料：H形鋼、山形鋼、丸鋼、平鋼、鋼板、プレキャストコンクリート 
■重　　量：56.3t（コンクリート部材25.4t、鋼製部材30.9t） 
　　　　　　※海域条件により重錘コンクリートを付加する場合があります。 

■耐用年数：30年 

コンクリートブロック積込み 

本溶接作業にて完成 D部（通称：ヘリポート）架設状況 C部（通称：ブリッジ）架設状況 

鋼製（Bブロック）組立状況 鋼製ブロック運搬 現場ヤードブロック仮置き コンクリート部材組立 

溶接作業 チャック・ピン継手 

1 2 3 4 5

678

施工手順 

曳航 スパイク構造 沈設 

沈設 

ヒラマサ 

カンパチ 

イサキ 

ウマヅラハギ 

ア　ジ 

無数の 
小型魚 

イシダイ 

マダイ 

ム　ツ 

ヒラメ 

アカイサキ ク　エ 

無数の 
小型魚 

マハタ 

メダイ 

マハタ 

住友大阪セメントの 

スーパーSK1300S 

蝟集魚群量7,047kg（2基当り）＊を記録 
空m3あたりでは、 
なんと2.5kgを超えた!!

特 徴 
●コンクリートと鉄の複合体【ハイブリッド】魚礁 
　コンクリート＝円筒形で方向性のない垂直面を有する、認定

魚礁であるSKリーフを中央下部に配置、Ⅰ、Ⅱ
型魚種等に有効な密度を確保、資源保護礁
的な隠れ場、小型魚を増殖 

　鋼　　　材＝軽量性を生かし、高さを確保。Ⅲ型魚種等に
対応、鋼材の水平面が陰空間を作り、魚類蝟
集効果を発揮する 

 
●とにかく複雑な構造体であり、全水深域に設置した4層の
大規模水平面等が作る陰量は、底面積の7割以上になる。
魚類の蝟集能力を最大限に引き出し、資源保護礁として
機能する。 
 
●高さが20ｍあるが、底幅も15ｍある。ハイブリッド構造に
て、鋼製単独礁と比較し、高密度であり、低重心構造にて、
転倒に関する安全性が格段に向上した。 

■類型区分別出現種類数と重量 

■蝟集魚の類型別種類数と重量 

■魚群分布模式図 

類型 
Ⅰ 
Ⅱ 
Ⅲ 
Ⅳ 

対馬市峰東地区（2基当り） 
1種　（ハタ類） 2 kg 
8種　（イシダイ・マダイ他） 122 kg 
3種　（ヒラマサ・マアジ・メダイ） 6,922 kg 
2種　（ヒメジ・トラギス類） 1 kg

＊〈（社）水産土木建設技術センター長崎支所平成18年度調査〉 
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Ⅰ　　   Ⅱ　   　Ⅲ　   　Ⅳ 
類　型 

重量 
種類数 

ヒラマサ 

メダイ 

カゴカキダイ　　　ハタ類 

マアジ 

イシダイ 
マダイ 

■4層の大規模水平面 

（当社製品比較） 

（他社比較） 

①鋼製部 

②コンクリート部 

③スーパーSK1300S

単独鋼製魚礁（A社） 

単独鋼製魚礁（B社） 

①上段部の水平面（通称：ヘリポート） 

②中段部の水平面（通称：ブリッジ） 

③下段部の水平面（通称：デッキ） 

④SKリーフ内部の水平面（通称：プロペラ） 

20 

7.00 

20

3.9 

10.6 

14.5

1,382 

198 

1,382

30.9 

25.4 

56.3

0.3 

5.4 

1.1

15×15 

6.15φ 

15×15 

 

サイズ 実容量 空間容積 重量 容積率 

（%） 高さ（m） 底面（m） （m3） 

（m2） 

（空m3） （ton） 

A 

B

7.00 

12.00

5.00 

2.15 

2.15

368 

806

5.00 

2.15 

2.15

9.7 

17.5

1 

11 

16

0.34 

0.28

25.00 

50.85 

73.96 

8.01 

（底面積の73）157.82 

217.26

魚礁タイプ 高さ 

幅 

底面積 

空間容積 

奥行 No.部位名称 

重量 

個数 

容積率 

水平面積 

（%） （m） 

（m） 

（空m3） （ton） 

※実容積は重量を素材の比重で割り出しています。  鋼材比重：7.85  コンクリート比重：2.4

■魚礁分類別容積率比較 
ハイブリッド魚礁は鋼製魚礁の密度を3倍以上向上させます。 

ROV 
（Remotry Operating Vehicle：自航式水中テレビカメラ） 


